


下記工程を各色分、繰り返してください。

インクが漏れることがあります。

BC-360/360XL（ブラック）の場合 BC-361/361XL（カラー）の場合
カートリッジにドリルガイドラベルを貼ります

インク注入口をハンドドリルで開けます

インク注入の準備をします インク注入の準備をします

インクを注入します

インクボトルの保管

インクを注入します

2回目以降の詰め替え
作業では行いません

2回目以降の詰め替え
作業では行いません インク注入口をハンドドリルで開けます 2回目以降の詰め替え

作業では行いません

①ペーパータオルか新聞紙を作業する場所に
　敷いてください。

①ハンドドリルのキャップを取り外します。（保管の際は、キャップを取り付けてください。）

①インクボトルを立てた状態でゴムキャップを
　取り外し、ニードルをしっかり差し込みます。
　ゴムキャップは保管の際に必要になるので、
　無くさないようにご注意ください。

①インクボトルを立てた状態でゴムキャップを
　取り外し、ニードルをしっかり差し込みます。
　ゴムキャップは保管の際に必要になるので、
　無くさないようにご注意ください。
　（各色分、ご準備ください）

キャップを
取り外す

取り外す ニードル

しっかり
差し込む

ゴムキャップ

ニードルを
取り外す。

ゴムキャップを
しっかり差し込む。

インクボトルの保管

取り外す ニードル

しっかり
差し込む

ゴムキャップ

押しながら
時計方向に回す

キャップを
取り外す

押しながら
時計方向に回す

②カートリッジを立てた状態にします（図②-③参照）
③カートリッジをしっかり押さえ、ハンドドリル先端をドリルガイドラベル指定位置に合わせ、
　押しながら時計方向に回し穴を開けます。
④カートリッジ天板を貫通しましたら、ハンドドリルを抜き取ってください。
　（穴あけくずはカートリッジの中に落ちてしまっても問題ありません。）

①ハンドドリルのキャップを取り外します。（保管の際は、キャップを取り付けてください。）
②カートリッジを立てた状態にします（図②-③参照）
③カートリッジをしっかり押さえ、ハンドドリル先端をドリルガイドラベル指定位置に合わせ、
　押しながら時計方向に回し穴を開けます。
④カートリッジ天板を貫通しましたら、ハンドドリルを抜き取ってください。
　（穴あけくずはカートリッジの中に落ちてしまっても問題ありません。）

②カートリッジ上下の突起物に合わせて、ドリル
　ガイドラベルを貼ってください。

カートリッジにドリルガイドラベルを貼ります カートリッジをプリンターにセットします

印刷継続のための、インク残量検知機能無効操作手順

2回目以降の詰め替え
作業では行いません

①ペーパータオルか新聞紙を作業する場所に
　敷いてください。

①プリンターの取扱説明書に従ってカートリッジをセットし、プリントヘッドの「クリーニング」を行った後、印刷確認を行ってください。印刷が安定しない場合は、
　クリーニングと印刷確認を交互に行ってください。
②印刷を開始すると下記メッセージが表示されますので、それぞれの手順にしたがって操作を行ってください。②カートリッジ上下の突起物に合わせて、ドリル

　ガイドラベルを貼ってください。

① ②-③ ① ②-③

①カートリッジを立てた状態でインク注入口に、
インクボトルのニードル先端を差し込みます
。（差し込む時は、インクボトルの腹を押さな
いようにしてください。）

②そのままの状態で、カートリッジとインクボト
ルを図②の向きへ倒してください。カートリッ
ジは手に持った状態（作業台から浮かした状
態）でニードルをイラストの指定の長さにな
るよう調整し、インクボトルの腹をゆっくりと
押し、インクが漏れないよう確認しながら注
入してください。
 インク注入中にインク注入口やプリントヘッド
からインクがあふれたり、漏れたりした場合は
、インクが満たされた状態ですので、その時
点でインク注入を止めてください。

③ニードルを抜き取る際は、カートリッジを図
①の立てた状態で行ってください。インク注
入口にインクが付着している場合は、ティッシ
ュペーパーで拭き取ってください。

①ニードルをティッシュペーパーでつつみ込み、ボトルより取り外してください。取り外した
ニードルは水洗いし、乾燥後、保管してください。
②インクボトルの先をティッシュペーパーで拭いてしっかりゴムキャップをし、インクボトル
を立てた状態で保管してください。
③全てのパーツはケースに収納できるようになっています。詰め替え作業後は、ケースに収
納して保管されることをおすすめします。

①カートリッジを立てた状態でインク注入口に、
インクボトルのニードル先端を差し込みます
。（差し込む時は、インクボトルの腹を押さな
いようにしてください。）

②そのままの状態で、カートリッジとインクボト
ルを図②の向きへ倒してください。カートリッ
ジは手に持った状態（作業台から浮かした状
態）でニードルをイラストの指定の長さにな
るよう調整し、インクボトルの腹をゆっくりと
押し、インクが漏れないよう確認しながら注
入してください。
　インク注入中にインク注入口やプリントヘッド
からインクがあふれたり、漏れたりした場合は
、インクが満たされた状態ですので、その時
点でインク注入を止めてください。

③ニードルを抜き取る際は、カートリッジを図
①の立てた状態で行ってください。インク注
入口にインクが付着している場合は、ティッシ
ュペーパーで拭き取ってください。

（カートリッジを浮かせた状態にしないと、カートリッジ下面
 からペーパータオルにインクが移行してしまいます。）

（カートリッジを浮かせた状態にしないと、カートリッジ下面
 からペーパータオルにインクが移行してしまいます。）

BC-360
BC-360XL

約5mm
約15mm

BC-361
BC-361XL

約2ml
約4ml

●ニードル差込（d)の目安
BC-361
BC-361XL

約5mm
約15mm

●ニードル差込（d)の目安

●インク注入の
　目安

BC-360
BC-360XL

約7ml
約14ml

●インク注入の
　目安

パソコンを使用してプリントしている場合 （参考例　TS5330の場合）

パソコンを使用してプリントしている場合 （参考例　TS5330の場合） パソコンを使用せずダイレクトプリントしている場合 （参考例　TS5330の場合）

※「OK」を押すと画面が切り替わります。

インク残量検知機能無効操作について

①1度取り外したカートリッジを再度取り付け、印刷を行うと「インク残量を正しく検知で
きません」という内容のメッセージが表示される場合があります。インクを詰め替えた
カートリッジを継続してご使用になるには、インク残量検知機能を無効にする必要が
あります。つきましては下記の手順を参考に、操作を行ってください。 
※詳しい手順はパソコンモニターやプリンターパネルの説明に沿って操作してください。

②インク残量検知機能を無効にするとインクの残量は表示されません。インク切れに
よる印刷不良には十分ご注意ください。インク切れを予防するため、印刷状態を見
ながら早めに詰め替えされることをおすすめします。
③この操作は純正カートリッジ1個につき1度行うことでカートリッジを交換するまで
有効です。毎回の印刷や1度操作したカートリッジへのインク詰め替え時に再度行う
必要はありません。

「ストップ」ボタンを押し下
にスクロールしてください。
一番下まで進んだら「はい」
を選択して「OK」を押す

Canon XXX Series PrinterCanon XXX Series Printer

Canon XXX Series PrinterCanon XXX Series Printer

インクカートリッジの取り付けまたは交換が行われました。

その後の印刷で、罫線がずれたり、意図した印刷結果を得られない場合は、
取扱説明書を参照してヘッド位置を調整してください。

取扱説明書

印刷開始 印刷中止

表示された画面の『印刷開始』をクリックしてください。
表示された画面が消え、印刷が開始されます。

インクがなくなりました。
カラー＜BC-361XL（Color）＞

インクカートリッジを交換して、スキャナーユニット（カバー）を閉じてくだい。
印刷が完了していない場合は、インクカートリッジを取り付けたままプリンターのストッ
プ（Stop）ボタンを5秒以上押すと、インク切れの状態で印刷を続行することができます。
このとき、インク残量検知機能は使用できなくなります。
印刷が終了したらすぐに新しいインクカートリッジに交換してください。インク切れの
状態で印刷を続けると、十分な印刷品位が得られなくなります。

取扱説明書 インクの型番情報 インク購入のご案内

印刷中止

Canon XXX Series PrinterCanon XXX Series Printer

キヤノン純正インクが使い切られたインク
カートリッジ、または模倣品の可能性があります。
カラー＜BC-361XL（Color）＞

印刷を行うためには、インクカートリッジを交換するか、インク残量検知機能を無効に
する必用があります。インク残量検知機能を無効にする場合はプリンターのストップ（
Stop）ボタンを5秒以上押してから離してください。
この操作を行うと、インク残量検知機能を無効にしたことを履歴に残します。インク切れ
の状態で印刷を続けたことが原因の故障、またはインクの補充が原因の故障について
は、キヤノンは責任を追えない場合があります。

取扱説明書 インクの型番情報 インク購入のご案内

印刷中止

BC-361＜Color＞
インクがなくなりました
インクカートリッジを
交換してください。

BC-361＜Color＞
上記のインクカートリッジは
キヤノン純正インクが使い
切られたインクカートリッジ

次へ

①

「ストップ」ボタンを押して下
にスクロールしてください。
一番下まで進んだら「OK」を
押す

▼ を押すと、一旦エラーを
解除し印刷以外の動作を
行うことができます

OK

②

操作パネルの「ストップ」ボタンを5秒以
上押し続けてください。インク残量検知
機能が無効になり、エラーランプが消え
印刷が開始されます。実際はインクが注
入されているため、通常通り印刷するこ
とができます。

・印刷内容により、表示されるまで時間がかかる場合がありますが、継続して印刷は行なえます。
・印刷内容によっては、インクを使い切っても上記メッセージが表示されない場合があります
。

トラブル発生時は裏面の
『困ったときは』をご参照ください。

ご
注
意

2回目以降の詰め替え作業について 器具の洗浄について
作業手順3～5にて作業を行ってください。 インクが付着したままの状態で保管した場合、

インクが乾燥し固まり、次回の詰め替え作業に
支障をきたす恐れがありますので、ニードルは
水洗いと乾燥を行い保管してください。

※インク注入口は、塞がずそのまま使用してください。※インク注入口は、塞がずそのまま使用してください。




